
 

附属機関等の名称 会議概要                

１ 審議会名 第11回安曇野市協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計

画策定・評価委員会                              

２ 日  時 平成26年2月14日 午前9時30分から午前11時30分まで 

３ 会  場 長野県安曇野庁舎3階 第4会議室                      

４ 出席者 栗田委員、市川委員、大石委員、内川委員、太田委員、小河委員、飯沼委員、上野

委員、布施委員、竹澤委員、遠藤委員、高井委員、青柳委員、宗像委員  

５ 市側出席者 宮澤まちづくり推進課長、南まちづくり推進担当係長、赤羽まちづくり推進 

担当主査、齋藤まちづくり推進担当主事 

６ 公開・非公開の別  公開                

７ 傍聴人  4人    記者  0人 

８ 会議概要作成年月日 平成26年2月28日 

協  議  事  項  等 

1 会議の概要 

〔1〕 開会 

〔2〕 会長あいさつ 

〔3〕   報告 

        (1) ワーキンググループの報告 

〔4〕  審議 

        (1)協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画(案)につ

いて 

    ①市民からの意見 

    ②その他の修正 

    (2)協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画概要版(ダ

イジェスト版)(案)について 

(3)今後のスケジュールについて 

①第12回委員会 

 3月5日(水)午前9時30分から 

       ②協働のまちづくりフォーラム 

        3月15日(土)午後1時から 

       (4)その他 

   〔5〕  閉会 

 

 ※会議概要は、原則として公開します。会議終了後、２週間以内に所定の手続により公

開してください。 

 ※会議を非公開又は一部非公開とした場合は、その理由を記載してください。 



 

2 会議事項概要 

〔1〕開会 

 

〔2〕会長あいさつ 

 

〔3〕報告 

(1)ワーキンググループの報告 

【南補佐】 

【意見】資料6の11p、安曇野情報室における市民記者の位置づけについて、皆さまから意見

をいただきたい。 

【意見】Ａグループのアンケートについて、実施時期と設問内容について対象の大半が、区

もしくはその他の自治会及び育成会等だが、規約、事業計画書を提出してもらうことができ

れば、ほとんどが判る内容だが、規約等提出していただけるのか。 

【意見】規約や事業計画書等でわからない部分もある。区のあり方委員会等において区の規

定、雛形等を作っていきたい。アンケート実施の時期については26年度を目途にできるだけ

早期に実施したい。 

〔4〕審議 

(1)協働のまちづくり推進基本方針及協働のまちづくり推進行動計画(案)について 

【宮澤課長】協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画(案)につい

て説明。 

  

① 市民からの意見 

 

[1] 基本方針1.協働のまちづくり推進の理念、4協働のまちづくり推進の理念、（2）あらゆ

る主体の定義、②地縁的な団体のうち、「大多数」という表現について 

『「区など自治会」は、市内の一定の地理的範囲に居住する市民または世帯の大多数を構成

員として組織され・・』とあるが、案文後半に例示されている「地区公民館」ほかの地縁型

組織は大方特定目的志向型である。したがって会員数は大多数にならない場合がありうるの

で「大多数」の文言は削除すべき。』 

 

[2] 同じく、②地縁的な団体のうち、「世帯数で構成」という表現について 

『構成員は・・・区など自治会に加入する世帯で構成（以下、「区民」という。）されてい

ます。』とあるが、区は世帯単位となろうが、前項で規定のように「市民または世帯で構

成」とすべきである。』 

 

【意見】区など自治会は区に関連する公民館、地区社協、育成会等も包括しているので「大

多数」という表現でよい。 

【意見】すべてにあてはまるといえないが、定義としては「大多数」でよい。また、区への

加入は個人よりも世帯で加入する場合がほとんどであるため、表現を変える必要はない。 

【宮澤課長】「大多数」という表現を残し、また「世帯数で構成」という表現についても現

状のままにさせていただく。 

 

[3] 同じく、②地縁的な団体のうち、区の呼称について 

『区など自治会は、区、自治会（町内会、常会など）、地区公民館、・・・』とある中の区

の多くが持つ地域名は、行政上の区分地域（行政区）としての呼称の地域名を冠したものと

理解するが、地域（一定の地理的範囲）を指すのか自治会そのものを指すのか紛らわしい。 



「行動計画」の中では、区を「区」とカッコ付きで表記しているが、この「区」は、世帯単

位であろうとも、実質は、自由意思で市民一人ひとりが主体的に参加する一自治会であるか

ら、「○○地区自治会」とする他市の例のように、また、すでに地区公民館とも称している

のであるから、「地区自治会」とする、あるいは簡単には「区会」と呼ぶことにしては、と

考える。』 

【意見】区という名称でそれぞれの地区を指しており、市民の多くが理解していると考えら

れるので現状のままでよい 

【宮澤課長】現状のままにさせていただく。 

 

[4] 基本方針1.協働のまちづくり推進の理念（6）市による協働のまちづくり推進の形態のう

ち、『 「市による協働のまちづくり推進の形態」を「市が関わる協働のまちづくり推進の形

態」に改める。』ことについて 

【宮澤課長】市だけで推進するのでなく、多くの主体が連携・協働するので、市が関わると

変更させていただきたい。 

【異議なし】 

 

[5]基本方針2.協働のまちづくり推進の基本方針、1協働のまちづくり推進の現状・課題、(1)

 区など自治会のうち、「区」の現状と課題について 

『現状に、「⑧活動する財源が乏しい」を追加する。』 

【意見】財源があればあるほど良いが、区等自治会の会計内容を見ると、繰り越し予備費が

あり、財源を使い切っていない。新しい事業を行うには財源が足らないが、既存の事業を展

開する場合、足りないとはいえないのではないか。 

【意見】財源については協働という観点での課題からは外すべき。 

【意見】財源の考え方として、主になるのは区費であり、財源の乏しい中、その中でやりく

りする必要がある。追加する必要性は感じられない。 

【意見】乏しいというより、財源の見直しが行われていない、とするべき。 

【意見】「活動する財源が必要」とするべき。 

【意見】区の財源の実情は、各区により異なるので記載するべきでない。 

【意見】「協働のまちづくりを推進する上で、新たな事業を展開するための財源が乏しい」

ならよい。 

【意見】現状とするなら、財源が乏しいことを記載するべき。 

【宮澤課長】現状としては、区の財源が乏しいといえる。全ての区が該当するものではない

が、課題解決のために行う事業に関しては、財源は乏しい。 

【意見】何の事業をするにしても財源は足りないので、外すべき。 

【意見】市民活動団体の現状には財源が乏しいことが記載されているので、あえていう必要

はない。 

【多数決の結果、財源が乏しいことは記載しない。また、「財源の見直しが不足している」

という表現については記載する】 

 

[6] 行動計画中、2推進施策の展開、1基本方針、（1）あらゆる主体の情報共有、施策2. あ

らゆる主体の情報の共有化、（3）市の情報共有のうち、庁内他部局などとの情報共有につい

て 

『要領②に「今後協働のまちづくりを推進する上で参考となる優良事例や取り組みなどの

（協働のまちづくりに関する は削除）・・・」を追加する。 

 ※他の自治体などの優良な協働のまちづくり推進の例を参考とするべき』 

【宮澤課長】いただいた意見に変更させていただきたいがいかがか。 

【異議なし】 



[7] 同じく4基本方針、（4）主体的な市民活動の促進、施策1. 主体的な市民活動の促進、

(1)市民のうち、「公民館」の用語について 

『要領②に「区民の学びの場から地域課題の解決の場となる公民館事業や・・・」とある

が、地区公民館と「地区」を入れるべきではないか。』 

【宮澤課長】地区公民館と変更させていただきたいがいかがか。 

【意見】市全体の公民館事業や地域の公民館事業もあるので、地区は入れないでもよい。 

【意見】地区と限定すると市の公民館事業は含まれないことになるので、総括して公民館で

よい。 

【宮澤課長】市民の学びの場から、と変更させていただき「公民館」は変えない 

 

[8] 同じく、施策1. 主体的な市民活動の促進、(2)区など自治会のうち「区」中、２ 

「区」の事業及び組織の見直しについて 

『「・・・現行の区など自治会の組織の在り方が地域活性化の障害になっている・・・」

を、「・・・市と区の縦割りの関係とともに区など自治会の組織も縦割りであることが円滑

な事業推進を妨げている・・・」に改める。 

 ※組織のあり方が障害であるが、どんな組織が障害となっているのかを説明』 

【異議なし】 

 

[9] 同じく、 (2)区など自治会のうち「区」中、 ３ 地域の課題を地域で解決する（公民館

活動との連携）について 

『「（公民館活動との連携）」を削除する。 

要領②「地区公民館などを中心・・・」を「地区公民館や地区社協などを中心・・・」に変

更する。 

 ※サロンなど開催するのは地区公民館だけでないため』 

【異議なし】 

 

[10] 同じく、3協働のまちづくり推進システム、1推進体制、施策1.横断的連携、(3)自治基

本条例について 

『「・・・市民が主役のまちづくりを目指して、・・・」を追加する。 

 ※市民が主体となって検討すべきであるため』 

【意見】前後の文脈から「いきいきとこころ豊かに暮らせる市民が主役の協働のまちづくり

を目指し・・・」とするべき。 

 

②その他修正 

 

(2)協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画概要版(ダイジェスト

版)(案)について 

【宮澤課長】協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画概要版(ダイ

ジェスト版)(案)について説明 

【意見】布施委員提案のダイジェスト版は読みやすくてよい。初めは事務局提案の漫画チッ

クな表現で、後半は布施委員提案のダイジェストにしたらいかがか。 

【宮澤課長】いただいた意見を参考に修正させていただき、再度検討いただきたい。 

 

(3)今後のスケジュールについて 

①第12回委員会 

 3月5日(水)午前9時30分から 

 ②協働のまちづくりフォーラム 



 3月15日(土)午後1時から 

 

(4)その他 

 

〔5〕  閉会 

 


